
項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　稲田　里織

91.0%

平成15年度～ 5,818千円 臨時職員 0.00 人 93.0%

0.62 人 0.25 人

「部落差別の解消の推進に関する法律」
の制定を踏まえ、所沢市人権教育推進
協議会と共催で開催する講座において、
法律の周知、同和問題について継続して
取り上げる必要がある。

92.0%
R1正規職員
人件費

期間 0.70 人
非常勤
特別職

0.25 人 R2年度目標

目標達成済

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

92.0%

5,196千円 臨時職員 0.00 人

R1その他職員
従事割合

90.0%

広く市民や社会教育関係団体、学校関係者に対して
講座の開催や人権啓発物の配布を通じて人権教育
の推進を図り、差別や偏見のない明るい地域社会づ
くりに寄与することを目的としている。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,129千円 1,099千円

①家庭教育学級人権教育合同
　講座受講者数
②人権教育ブロック別研修会
　受講者数
③人権教育指導者養成講座
　受講者数

人権教育推進事業

R1決算額（見込み）

R1年度に改善した点

講座・研修会参加者の理解度（％）
人権意識の向上に資するため、参加者アンケー
トから理解度を目標とした。

人権教育指導者養成講座では、様々な人
権課題を取り上げている。本年度は、ＬＧ
ＢＴ、高齢者、ハンセン病患者の人権を
テーマに開催した。

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

成果指標の目標値は達成できて
おり、一定の成果を上げているが、
参加者数が、昨年度より少なかっ
たので、周知方法や内容等の検討
が必要と考える。差別のない人権
尊重社会を構築するため、日頃か
ら人権教育を推進する必要があ
り、等事業の重要性は高い。

①453人
②161人
③82人

R元年度目標 R1実績

非常勤
特別職

1,065千円

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

根拠法令 R1予算現額

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、社会
教育法、所沢市人権教育推進協議会交付金交付要
綱

1,125千円

思いやりのある人権尊重社
会の実現のため、様々な人
権課題を取り上げ人権教育
の推進を行った。

企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

446千円

重要 自治事務 法定受託事務

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

法定受託＋附加 2,200千円

R1予算現額

-

R1年度に改善した点

戦争の悲惨さと平和の尊さ、命の大切さを市民一
人ひとりに理解してもらうことが、当該事業の目
的となっているため、当該事業に参加して意義を
理解いただけた人数の割合を成果指標とする。

平和推進事業

目標設定の考え方・根拠

Ｓ

成果指標の目標値を毎年達成して
おり、一定の成果が挙げられてい
ると考えている。
引き続き目標が達成できるよう、努
めていきたい。

根拠法令

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

被爆・戦争体験者の高齢化が進む中、語
り部への身体的負担に配慮した事業展開
が必要となる。

R1目標値が未達成の理由・分析

「原爆の子の像」周辺に設けられている折
り鶴ブースに捧げるため、平和資料展の
一角に折り鶴作成コーナーを設置し、来
場者来場者から折り鶴を募り、千羽鶴を
作成した。

R1決算額（見込み）

目標達成済

1,944千円

436千円

H30年度目標 H30実績

①平和祈念式典参加事業

②平和を語る会

③平和祈念資料展

市の平和推進事業に理解いただけた人数の割
合

R2年度目標

H30決算額 指標名

100.0%

R1実績

100.0%

R元年度目標

0.34 人
非常勤
特別職

0.00 人

100.0%

2,849千円

非常勤
特別職

0.00 人

臨時職員 1.00 人

100.0%
①5名参加

②15回開催し、958名参加

③来場者数約3,500人

44.0%

S60年度～ 2,327千円 臨時職員

期間

戦争の悲惨さと平和の尊さ、命の大切さを市民一人
ひとりに理解してもらうため、一般公募の市民と平和
祈念式典に参加する「平和祈念式典参加事業」や、
市内小中学校及び一般市民を対象とした被爆体験
者による「平和を語る会」の実施、市役所市民ホー
ル及び各地区のまちづくりセンターにおいて原爆の
パネル写真を展示する、「平和祈念資料展」の開催
を行う。

0.28 人

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.00 人

R1実績

R1その他職員
従事割合

42.0% 46.8%

非常勤
特別職

臨時職員 0.00 人

①975人

②5件

③1,310人

1,120千円 808千円

一
般

H30予算現額

0.71 人

H30その他職員
従事割合

0.00 人

5,950千円

非常勤
特別職

1,400千円 1,174千円

R1決算額（見込み）

H30正規職員
人件費

42.0%

H30年度目標 H30実績

R1年度に改善した点

①講演会等参加者数

②啓発ビデオ貸出件数

③啓発ビデオ視聴件数

人権尊重に関する施策への満足度
市民意識調査の設問「所沢市の施策への満足
度」に対し、「満足」「まあまあ満足」と回答した人
の割合）

人権推進室では、人権全般の啓発を総合的に推
進しており、施策への満足度を指標としている。

入間郡市同和対策協議会として、地域の
人権問題に関する実情を把握するため、
令和元年度よりインターネット上への差別
書き込みに対するモニタリング事業を開
始。発見した差別書き込みについては法
務局に削除要請を行った。

R1目標値が未達成の理由・分析

人権課題が多様化しているなか
で、継続的に啓発を行ってきた成
果として、目標値を達成することが
できたため。

R元年度目標

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

多様化する人権課題に対し、研修会や講
演会を等により、継続的な人権啓発を実
施し、１日も早い解決に努めていく。

Ａ

33.1%

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

人権啓発推進事業

根拠法令 R1予算現額

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

事業の目的及び具体的な内容

人権意識の向上を図ることにより、市民一人ひとり
の人権を擁護し、差別のない地域社会を築くことを
目的とし、人権に関する企業及び職員向けの研修会
の実施、「人権フェスティバル」の開催（入間郡市同
和対策協議会）、人権啓発講演会の実施（人権啓発
活動地方委託事業）、人権啓発ＤＶＤの貸し出し、人
権啓発物品の作成・配布等、さまざまな啓発事業を
行っている。

１０．人や国
の不平等を

なくそう

企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

今後の同和行政の基本方針

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

H12年度～

R1正規職員
人件費

期間 0.60 人

100.0%

0.00 人 R2年度目標

4,987千円 0.00 人臨時職員

事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R1)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

所属
名称

経費

現状の課題

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

どのように貢献したか

様々な人権課題についての
学習機会を提供することを
通じて、人権尊重に関する
意識の向上を図った。

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

どのように貢献したか

平和の尊さや戦争の悲惨さ
を伝えていく活動を通じて、
平和に対する市民の意識の
高揚を図った。

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

１．貧困をな
くそう

１０．人や国
の不平等を

なくそう

３．すべての
人に健康と

福祉を

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか
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事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R1)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

所属
名称

経費

現状の課題

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　稲田　里織

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

社会教育法 248千円 170千円

269千円
①開催回数

②講習会受講生数

③日本語学習支援ボランティア
養成講座受講生数

講習会受講生の人数（人）
多くの市内在住外国人に参加してもらいたいた
め、受講生の延べ人数を指標とする。

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

根拠法令 R1予算現額

H30実績

R1決算額（見込み）

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 R1目標値が未達成の理由・分析

0.00 人 900 811
非常勤
特別職

R1年度に改善した点

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 269千円

日本語学習支援ボランティア養成講座を
受講した方が日本語ボランティア団体に
参加し活動することにつなげるために、ボ
ランティア団体を見学する機会を設けた。

外国人のための日本
語講習会開設事業

市内在住外国人は増加傾向にあるが、社会情勢
にも影響され流動的なため、日本語学習を必要
としている人の定着率が少なく、年度により受講
生数に増減がある。また、新型コロナウイルス感
染拡大を防止するため、2月下旬以降講習会を
中止したことにより、人数が減少した。

900 609

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

3,603千円 臨時職員 0.00 人

①29回

②609人

③257人

400

Ａ

新型コロナウイルス感染拡大の影
響もあり成果指標の目標値は下
回っているが、市民団体との協働
により30年以上実施している本事
業は、日本語学習を通して市内在
住外国人の生活支援をする場であ
るとともに、市内在住外国人との相
互理解や交流を深める場としても
重要な役割を果たしている。また、
講習会を開催する団体も当市の国
際交流に大きく貢献しており、国際
理解に対して成果を上げている。

0.43 人

R元年度目標 R1実績
ボランティアスタッフの高齢化に伴い、ボ
ランティアの養成が課題である。日本語学
習支援ボランティア養成講座受講生がボ
ランティアとして活動するために各日本語
教室への支援を継続するとともに連携を
深める。

期間 0.26 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

2,161千円平成元年度～ 0.00 人

市内在住外国人が生活する上で必要不可欠な日本
語の学習の場を保障し、国際化に対応し、市民の国
際交流・異文化理解を推進する事を目的とし、毎週
月曜日に日本語講習会を市民のボランティアにより
実施。また、日本語講習会のボランティア（指導者）
の確保と技術の向上を目的に、ボランティアを志す
方へ向けた入門編と、ボランティアとして活動する方
向けの実践編の研修を開催。

４．質の高い
教育をみん

なに

R1その他職員
従事割合

臨時職員

R1正規職員
人件費

根拠法令

S56年度～

誰もが自分らしくのびやかに生きられる男女共同参
画の実現に向けて、男女共同参画への関心を高
め、性別による固定的役割分担意識の改善を図るこ
とを目的とする。
主な内容として、男女共同参画情報誌「SUN」（年2回
発行　各5,000部　関係機関並びに公共施設・学校
等に配布）を発行する。

287千円

非常勤
特別職

期間 0.55 人
非常勤
特別職

企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

男女共同参画啓発･
普及事業

重要 自治事務 法定受託事務

R1目標値が未達成の理由・分析

60.0%

臨時職員

0.50 人

①10,000部

②

③

H30その他職員
従事割合

①情報誌「SUN」発行部数

②

③

R1実績

H30実績

R1予算現額

R1年度に改善した点

【～H30】
性別による固定的役割分担意識がない人の割
合（市民意識調査による）
【R1～】
審議会等の委員に占める女性の割合

政策・方針等の意思決定の場に男女がともに参
画しているかを測る指標として、市が設置してい
る審議会等の委員に占める女性の割合とする。 女性委員の登用について庁内へ協力依

頼を行い、周知・啓発を図った。

H30年度目標

審議会によっては、専門的な知識を有することを
条件としていたり、推薦を依頼する関係団体に女
性がいないことから、女性委員の推薦が得られな
かったため。

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

40.0%

指標名

R1決算額（見込み）

31.5%

H30正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

4,190千円 臨時職員

300千円

H30決算額

R2年度目標

R元年度目標

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み48.0%

R1正規職員
人件費

40.0%

目標に対する実績の割合は７割を
超えているが、目標達成に向けて
より一層の啓発が必要である。

引き続き女性委員の登用について啓発を
行うとともに、男女共同参画情報誌「ＳＵ
Ｎ」などを活用し事業者等への啓発事業を
続けていく。

法定受託＋附加 337千円

316千円

事業の目的及び具体的な内容

男女共同参画社会基本法
所沢市男女共同参画推進条例

4,572千円

R1目標値が未達成の理由・分析

0.00 人

0.00 人

67.1%

R1その他職員
従事割合

期間 0.09 人
非常勤
特別職

R2年度目標

H19年度～ 748千円 臨時職員

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円

R1正規職員
人件費

①1回
（職員アンケート実施の際に実
施）
②0回

0.04 人

335千円

0千円

誰もが参加しやすく、暮らしやすいまちづくりを進め
るため、ユニバーサルデザイン推進基本方針を周知
するための情報提供、新規採用職員への研修等、
ユニバーサルデザインを推進するための事業を行っ
ている。

職員向けの周知・啓発を目的として、研修
会等の開催について検討していく。

50.4%

H30年度目標 H30実績

臨時職員 0.00 人 R元年度目標

60.0%

Ｂ

公共施設の整備や改修の際に
は、ユニバーサルデザインへの配
慮がなされるなど、一定程度の周
知は図られている。目標に対する
実績の割合は９割を超えている
が、目標達成に向けてより一層の
啓発について検討が必要である。

ユニバーサルデザインに関する研修会の開催
や、情報発信を通じて啓発する機会が不十分で
あったため。

R1実績

非常勤
特別職

H30決算額

80.0%

55.0%

H30その他職員
従事割合

R1決算額（見込み）

0千円

0千円

①情報提供回数

②具体的に取り組んだ事業数
（研修の開催等）

目標設定の考え方・根拠指標名

職員のユニバーサルデザインへの配慮度
※職員アンケートで「配慮して業務に取り組んで
いる」と答えた人の割合。
(平成30年度までは市民意識調査における居住
環境の満足度についての設問で、満足及びまあ
まあ満足と回答した人の割合を指標としてい
た。)

ユニバーサルデザイ
ン推進事業

根拠法令

ユニバーサルデザイン推進基本方針

H30予算現額

事業の目的及び具体的な内容

R1年度に改善した点

第５次総合計画においては、市民の「ユニバーサ
ルデザインの認知度」を対象としていたが、行政
サービスを提供する市職員がユニバーサルデザ
インに配慮し、業務に取り組んでいるかを重要視
し、第６次総合計画より成果指標を変更した。

担当職員をユニバーサルデザインに関す
る研修会に派遣し、情報収集を行った。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み0.00 人

企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30正規職員
人件費

R1予算現額

重要

１０．人や国
の不平等を

なくそう

どのように貢献したか

市内在住外国人が生活す
る上で必要不可欠な日本語
を学ぶ場を提供した。

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

１７．パート
ナーシップで
目標を達成し

よう

１０．人や国
の不平等を

なくそう

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

どのように貢献したか

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの思想を
市の各種施策に反映させる
ため、情報発信を通じて職
員の意識向上を図った。

どのように貢献したか

審議会等の政策等の意思
決定の場に女性を登用する
ことにより、女性の視点を政
策に反映することができた。



事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R1)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

所属
名称

経費

現状の課題

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

男女
共同
参画
推進
セン
ター
ふ

らっ
と

実施計画ランク 事業の種別

一
般

ふらっと企画講座実
施事業

重要

指標名 目標設定の考え方・根拠

H30年度目標 H30実績

非常勤
特別職

①講座参加者数

②

③
所沢市男女共同参画推進条例

R1年度に改善した点

男女共同参画に対する理解や意識の向上を図る
ことが当該事業の目的のため、講座の参加者人
数を指標とする。 QRコードをチラシに記載し、いつでも簡単

に申し込みができるようにした。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

「多様な性」などの講座は参加者が少ない
傾向にあるため、市民にはほっとメールな
どを活用し、職員にもインフォメーションな
どを利用して周知していく。

Ｂ

定員を超える申し込みのある講座
がある一方で、集客できていない
講座もあることから、市民に関心を
持ってもらえる講座を企画したり講
座開催日や開催時間など考えてい
く必要がある。

事業の目的及び具体的な内容

昨年と比べ、全体の稼働率が下がり、目標達成
に到らなかった。今後も、男女共同参画の啓発を
行いつつ、市民が関心を持って参加できるような
講座を実施する必要がある。

R1目標値が未達成の理由・分析

1,446千円

0.57 人
非常勤
特別職

R1正規職員
人件費

期間

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,074千円

90.0%

R2年度目標

根拠法令 R1予算現額 R1決算額（見込み）

S7年度～

S7年度～ 4,738千円 臨時職員 1.00 人

多くの市民等に向けて男女共同参画への理解と意
識の向上を図るため、男女共同参画に係る講座・研
修・講演会などの開催を行う。

0.50 人 84.0%

H30予算現額

4,190千円 臨時職員 0.50 人

H30その他職員
従事割合

H30正規職員
人件費

H30決算額

1,366千円

R1その他職員
従事割合

90.0%

R1実績

80.0%

1,047千円

①1,891人

②

③

R元年度目標

講座定員数における参加者数の割合

90.0%

目標設定の考え方・根拠

引き続き相談事業の周知を積極的
に行っていく。

R1年度に改善した点

重要 自治事務

H30実績

所沢市男女共同参画推進条例
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法
律

4,680千円

相談件数の増加が相談事業の充実にそのまま
結びつくわけではないが、相談事業の周知や、男
女共同参画社会への理解を深めるための啓発
の成果と捉えて指標とする。

電話相談の実施日を増設した。（第2・第4
火曜日を増設）

R1正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

Ａ

H30予算現額

R1予算現額

R元年度目標

2,660千円

R2年度目標

750件

H30年度目標 H30実績

年間相談件数

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

指標名

956件

男女
共同
参画
推進
セン
ター
ふ

らっ
と

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1決算額（見込み）

750件

4,505千円

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 4,343千円 4,186千円

根拠法令
①電話相談件数

②カウンセリング相談件数

③何でもききます相談件数

R1目標値が未達成の理由・分析

電話相談、カウンセリング、何でもききます相談の実
施。
男女共同参画社会の実現のために、その障害とな
る悩みや問題を解決するための援助事業を行う。

0.25 人
非常勤
特別職

952件

臨時職員 750件

目標達成済
R1その他職員
従事割合

10,176千円

①部屋使用者数

②複写機・印刷機使用者数

③図書・ビデオ利用者数

0.32 人
非常勤
特別職

H30決算額

0.68 人

5,652千円 1.10 人

H30その他職員
従事割合

期間

男女
共同
参画
推進
セン
ター
ふ

らっ
と

実施計画ランク 事業の種別

一
般

事業の目的及び具体的な内容男女共同参画推進セ
ンターふらっと運営事
業

S7年度～

女性の生き方に関す
る相談事業

指標名

法定受託事務 法定受託＋附加 11,148千円

根拠法令

相談件数の増加が相談事業の充実に直
接結びつくわけではないので、相談内容
なども考慮しながら事業の充実を目指す。
今後も相談員との情報交換を行い、連携
を図っていく。

2,095千円 臨時職員 0.60 人

①720件

②142件

③94件

0.90 人

R1実績

R1予算現額

所沢市男女共同参画推進条例 10,945千円

施設等の貸し出しについては現状を把握
し、さらなる機能の充実に努めるほか、移
設を含めた拠点施設としての適正化を検
討していく。

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標値が未達成の理由・分析

9,714千円

R2年度目標

部屋の稼働率
（会議室・研修室・生活工房室の月別稼働率の
平均）

H30決算額 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、3月分の部屋使用が大
幅に減った。今後は、ふらっと使用
ガイドラインに沿って、講座や情報
誌などあらゆる機会を利用して活
用を促すよう努めていく。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、3月
分の部屋使用が大幅に減った。
また、生活工房室の稼働率が低いため、今後は
窓口での案内等で利用者に積極的な活動を促
す。

45.0% 37.0%

R1決算額（見込み）

期間

男女共同参画に係る「学習」・「相談」・「交流」・「情
報」の場を提供するとともに、できるだけ多くの方に
男女共同参画への理解と意識の向上を図ることを目
的とし、施設（会議室・研修室・生活工房室）、印刷
機、男女共同参画に関する図書・ビデオ・DVDの貸
出を行う。

0.43 人
非常勤
特別職

非常勤
特別職

臨時職員

R1年度に改善した点H30予算現額

H30正規職員
人件費

男女共同参画に係る「学習」や「交流」の場を提
供することがこの事業の目的のひとつであるた
め、貸し出し部屋の稼働率を指標とする。

H30その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

3,603千円 臨時職員 0.90 人

①23,152

②175

③129

生活工房室のガス排気筒の修繕を行っ
た。

45.0% 39.0%

H30年度目標

45.0%

R元年度目標 R1実績 どのように貢献したか

男女共同参画に係る「学
習」や「交流」の場を提供し
た。

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

どのように貢献したか

電話相談・カウンセリング・
何でも聞きます相談を実施
することで、女性のさまざま
な悩みごとの解決の一助と
した。

どのように貢献したか

男女共同参画に対する理解
や意識の向上を図った。



事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R1)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

所属
名称

経費

現状の課題

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

こども支援担当参事　市来　広美

期間 0.73 人
非常勤
特別職

0.60 人 R2年度目標

85件

非常勤
特別職

0.45 人 85件

R1その他職員
従事割合

85件

R1決算額（見込み）

1,388千円

8,631千円 臨時職員 0.02 人

①47件

②

③

R1実績

R1正規職員
人件費

6,068千円 臨時職員 0.00 人

47件

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標

配偶者等からの暴力の防止及び被 R1予算現額

害者の保護に関する法律、所沢市ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚ
ﾝｽ被害者等緊急一時保護実施要綱

84件

相談件数は少なかったが、本事業
は、専門性の高い相談や適切な連
携・情報提供を行っており、年々事
業の質は向上しているといえる。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,281千円 1,179千円

①新規相談件数

②

③

指標名 R1年度に改善した点

新規相談件数
様々な相談窓口や情報収集の方法があることが
浸透しているかの目安とする。

所沢市ドメスティック・バイオレンスに関す
る庁内連携会議の組織を再編した。また、
ＤＶ被害者が転入・転出する際に関係課
により情報共有・連携して支援を行えるよ
う支援体制を整えた。

相談件数が少なかったが、相談が必要な方への
対応はより丁寧にできている。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R元年度目標

R1目標値が未達成の理由・分析

社会情勢の変化等に応じ、適切な支援を
行うため、専門知識を有するアドバイザー
や他の相談機関等との連携の充実を図
る。

目標設定の考え方・根拠

Ａ

H30決算額

こど
も支
援課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

1,761千円

H30実績
女性保護事業

根拠法令

被害者自らの意思に基づき、安全で安心な生活を送
ることができるよう支援する。
電話又は面接によりＤＶ被害者の相談に応じ、助
言・情報提供等を行う。必要に応じ、関係機関の紹
介や関係機関との連絡調整を行う。

1.03 人

　　　H14　～

DV被害者が自分の意志で
生活できるよう支援を行なっ
た。

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

どのように貢献したか


